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概要 

  ＣＴＲソフトウエアでは、大量の物理定数を管理するソフトウエアとして 

ＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａソフトウエアが存在していました。 

 しかし、データ入力はＥｄｉｔｅｒ経由で操作性に問題があり、本ソフトウエアを新規作成した。 

機能 

 物理定数の新規作成（Ｃｒｅａｔｅ） 

 物理定数の編集（Ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ） 

 外部アプリケーションのサポート 

 ＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａソフトウエアがインストールされていない場合、機能の補完 

ＭａｒｅｒｉａｌＤａｔａソフトウエアとの違い 

 ＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａソフトウエアには大量のデータベースが付属しているが 

 本ソフトウエアにはデータベース付属しないが、Ｃｒｅａｔｅ機能があります。 

  

  



使い方 

 起動 

  C:¥CTR¥bin¥MaterialDataManual.jarファイルのダブルクリック 

 

  ODFPoleFigure2->ToolKit->DataBaseTools->MaterialDataManual 

  

   

 

 

 

 



新規 C:¥CTR¥work¥¥MYICDDにデータが登録されていない場合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば Aluminumを登録する場合、ファイル名を入力 

  

  

 C:¥CTR¥work¥MYICDDに Aluminum.TXTが登録されます。 

ファイル名と結晶系 

格子定数を入力 

 

 

 

 

 

出来たら、 

ミラー指数と相対強度を 

入力し 

 

 

Ｃｒｅａｔｅする。 

 



修正 

  

 

  ミラー指数を入力し、 

 Modificationによりデータが登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Aluminum.TXT選択 



Ｖｅｒ１．０２以降、ｃｉｆデータの取り込み、データの変更を行う。 

 ｃｉｆファイルを選択 

 データが取り込まれます 

  

 データが追加される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙソフトウエアで利用した場合(格子定数を読み込む) 

 

 Aluminiumを選択 

 

試料として TexToolsの NDを選択、FulleInverseDisp、InverseData,ContourDisplayで 

 

Ｃｕｂｉｃの逆極点図が表示 



Ｔｉｔａｎｕｍを選択 

 

 

Return Structure 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ti-Inverseデータを選択し、FullInversedisp,Inversedisp,ContourDisplay 

 

 

 

 ＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａと同様に、材料選択に対応致します。 

 

 

 

 

 

 


